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書契 約

大阪高等・地方・簡易裁判所合同庁舎の警備業務（以下「業務」 という。 ）に関し，

文者大阪高等裁判所(以下｢発注者｣という。 ）･ど請負者首都圏ビルサービス協同組合

下T受注者｣･という｡）とは，次の条項及び別紙第1仕様書により請負契約を締結し，

義に従い，誠実にこれを履行するものとする。

注
以
信
く

蕊劉蝿蕊＝（業務の名称等）
第1条業務の名称，内容”履行期間及び請負金額は，次のとおりとする。

（1） 名 称大阪高等･地方？簡易裁判所合同庁舎警備業務

（2） 内 容.別紙第1仕様書のとおり

(3)履行期間平成30年4月1日;から平成31年3月31日まで
惨

（4） 請負金額金122,O40,000円

（うち消費税及び地方消費税額金9, 040, 000円） ・

（契約保証金)’

第2条契約保証金はj免除する。
． （権利義務の譲渡等の制限）

｜ 第3条受注者は, この契約によって生ずる権利又は義務の全部若しくは一部を発注者の
I ・

書面による承諾を得た場合を除き&第三者に譲渡し，又は承継させてはならない。ただ

し,信用保証協会及び中小企業信用保険法施行令(昭和25年政令第350号)第1条
の2に規定する金融機関に対して売掛債権を譲渡する場合にあっては,この限りでない。
2前項ただし書に基づいて売掛債権の譲渡を行った場合，発注者の対価の支払による弁

済の効力は;発注者が，予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）第42条の
2に基づき,:センター支出官に対して支出の決定の通知を行った時点で生ずるものとす

。る。

（下請等の禁止）

第4条受注者は,発注者の書面による承諾を得ずに,業務を第三者に委託し，又は請け

負わせてはならない｡

： （業務の監督）

●毒 :ゞ督職員を定吹…事項”
2受注者は,監督職員の職務に協力しなければならない。

(検査及び納入）

． 第.6条受注者は，業務が完了（一部の完了を含む6 ） した場合には，書面により，その

旨を発注者に通知しなければならない。

2発注者は，前項の通知を受理した場合には，その受理した日から起算して10日以内

に，発注者の定めた検査職員に必要鞍検査を完了させ，その結果を受注者に通知しなけ
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れぱならない。

3受注者は,前項の検査に合格しなかった場合には，発注者の指示に従い，遅滞なく補

修その他の必要な措置を講・じ，再度の検査を受けなければならない。この場合における
．． J

検査の完了の時期は, -発注者が新たに業務の完了した旨の通知を受理した日から起算し

て10．日以内とする。

4検査に要する費用は,･受注者の負担とするb

5発注者及び受注者の協議により，業務を分割して行う場合においては，その都度，前

各項に準じた取扱いをするものとする。

（請負代金の支払)

第7条受注者は，前条の検査に合格した旨の通知を受理した場合には，別紙第2支払内

訳表記載のとおり,.適法な代金の支払請求書を発注者に提出するものとする。

2発注者は,前項の支払請求書を受理した日から起算して30日(以下「約定期間」と

いう。 ）以内に，受注者の指定する銀行口座に振り込むことにより支払う．ものとする。

3受注者は》発注者及び受注者の協議により業務を分割して行った場合において発注者
の承諾があるときは,その納入した部分に対する代金の支払を発注者に請求することが
できるものとし,この場合においては；前二項に準じた取扱いをする。

（履行遅延の賠償)：

第8条発注者は,約定期間内に代金の支払をしなかった場合には，遅延損害金を受注者

に支払わなければならない。

2受注者は，その責めに帰す事由により業務を遅滞した場合には，遅延損害金を発注者
に支払わなければならない。

3前二項の遅延損害金は，第1項の場合においては支払が遅延した金額に対し，遅延日

数に応じて年2、 7パーセントの割合で計算した額とし）前項の場合においては業務が

遅延した部分についての代価に対し，遅延日数に応じて年5“0．パーセントの割合で計

算した額とする｡ただし,その額に,03円未満の端数があるときは,これを切り捨て，
その額が100円未満であるときは，その支払を要しないものとする。

（検査の遅延）

第9条発注者がその責めに帰す事由により第6条第2項，第3項又は第5項に規定する

期間内に検査を完了しなかった場合には，その期間を経過した日から検査を完了した日

までの日数(以下「遅延期間」 という。 ）を,約定期間から差し引くものとする。この
場合において，遅延期間が約定期間の日数を超えるときは，約定期間は満了したものと

みなし，発注者は，その超える日数に応じ，前条第1項及び第3項に規定する遅延損害

金を受注者に支払うものとする。

（危険負担）

第10条業務の履行に伴い生じた損害は，受注者の負担とする。ただし，その損害が発

注者の責めに帰す事由により生じた場合又は天災その他の不可抗力により生じた場合

は，発注者及び受注者が協議して定めるものとする。

2受注者は，業務の遂行その他の行為により，発注者に損害（部品等の暇疵を原因とし

て生じた損害を含む。 ）を与えた場合には，発注者の損害賠償請求に応じなければなら

ない｡
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3天災その他の不可抗力によりシ債務の履行が不可能となったときは，発注者又は受注

者は,,相手方の同意を得て， この契約を無償で解除できるものとし，既に要した費用に

ついては，発注者及び受注者の各自の負担とする。 ．

（かし担保責任) .

第11条発注者は，業務完了後その内容に暇疵があることを発見したときは；受注者に

対し,受注者の費用で取替え,補修その他の措置を講じ,又は損害の賠償を請求するこ
； とができる．この場合における担保の期間は，第6条第2項，第3項又は第5項に基づ
く検査に合格したときからi年とする。
（秘密の保持) ・

第，2条受注者（その代理人及び使用人を含む。 ）は，業務の遂行上知り得た情報を外

部に漏らし，又ば他の目的に使用してはならない。

2受注者は， この契約終了後においても，前項の責任を負うものとずる・

（発注者の契約解除権） ’ ・

第13条受注者（その代理人及び使用人を含む｡ ）が次の各号のいずれかに該当する行

為をした場合にはj発注者Iまﾙいつでもこの契約を解除することができる。
（1） この契約書の条項又は別紙第’仕様書に違反した場合

（2） 監督職員の監督又は検査職員の検査を妨げ，又は妨げようとした場合 ．

（3） 詐欺その他の不正行為をし，又はしよう･とした場合

(4) その他, この契約の目的を達するこ.とができないと認められる場合

2前項の規定による契約の解除に伴う必要な費用は，受注者の負担とする｡
3発注者は，第1項の規定により契約を解除した場合においてi業務の既済部分で検査

に合格したもの瀞あるときは， これに相当する代金を受注者に支払うものとする。

（受注者の契約解除権）

第，4条受注者は，発注者がこの契約書の条項若しくは別紙第1仕様書に違反し，又は

著しくこれと異なる指示をしたため, この契約を履行することが不能となった場合には

これを解除することができる。

2前項の規定による契約の解除に伴う必要漆費用ば，発注者の負担とする｡ ‘

3受注者が第1項の規定により契約を解除した場合において,業奏の既済部分で検査に
合格したものがあ･るときは, ､発注者は， これに相当する代金を受注者に支払わなければ

ならない。

（契約解除にかかる違約金）

第15条前二条の規定によりこ･の契約が解除された場合には，受注者又は発注者はj違

約金として請負金額の10分の1に相当する金額を発注者又は受注者の指定する期限内

に支払わなければならない。

2前項の規定は，発注者又は受注者に生じた実際の損害の額が違約金の額を超過する場

合において発注者又は受注者がその超過分の損害につき賠償を請求ずることを妨げな
い。

（談合等の不正行為にかかる違約金）

第16条受注者は， この契約に関し，次の各号のいずれかに該当する場合には，発注者

の請求に基づき, ･請負金額の10分の1に相当する額を違約金と･して発注者の指定する
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期限内に支払わなければならない。

（1）受注者が私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和22年法律第54

’ 号｡以下「独占禁止法」という。 ）第3条の規定に違反し,又は受注者が構成事業者

である事業者団体が独占禁止法第8条第1号の規定に違反したことにより,公正取引

委員会が受注者に対し，独占禁止法第7条の2第1項(独占禁止法第8条の3におい・

・て読み替えて準用する場合を含む。 ）の規定に基づく課徴金納付命令（以下｢納付命

令」という6）を行い，当該納付命令が確定したとき（同委員会が》受注者に対して，

独古禁止法第7条の2第18項又は第21項の規定による課徴金の納付を命じない
旨の通知を行い，又は確定じた当該納付命令を独占禁止法第63条第2項の規定によ

‐り取り消した場合を含む。 ） 。

（2）納付命令又は独占禁止法第7条若しくは第8条の2の規定による排除措置命令（こ
･ ：

れらの命令が受注者又は受注者が構成事業者である事業者団体（以下「受注者等」 と．

いう。 ）に対して行われたときは，受注者等に対する命令で確定したものをいい，受

注者等に対して行われていないときは，各名宛人に対する命令すべてが確定した場合

における当該命令をいう｡-次号において「納付命令又は排除措置命令｣ という。 ）に

おいて, この契約に関し，独占禁止法第3条又は第8条第1号の規定に違反する行為

の実行としての事業活動があったとされたとき。ただし，受注者が独占禁止法第19

条の規定に違反した場合であって当該違反行為が独占禁止法第2．条第9項の規定に

基づく不公正な取引方法（昭和57年公正取引委員会告示第15号）第6項に規定す

る不当廉売の場合など発注者に金銭的損害が生じない行為として，受注者がこれを証

明し，その証明を発注者が認めたときはこの限りでない 。 。

（3） ・納付命令又は排除措置命令により，受注者等に独占禁止法第3条又は第8条第･1号

： の規定に違反する行為があったとされた期間及び当該違反する行為の対象となった

取引分野が示された場合において， この契約が, 当該期間（これらの命令に係る事件

について，公正取引委員会が受注者に対し納付命令を行いj これが確定したときは,

当該納付命令における課徴金の計算の基礎である当該違反する行為の実行期間を除

く｡ ）に入札（見積書の提出を含むb)が行われたものであり，かつ， 当該取引分野

に該当するものであるとき｡

（4）受注者又は受注者の代理人の刑法第96条の6又は独占禁止法第89条第1項若

しくは第95条第1項第1号に規定する刑が確定したとき。

2受注者は，前項第4号に規定する場合に該当し，かつ，次の各号のいずれかに該当す
る場合には，前項の請負金額の10分のiに相当する額のほか,請負金額の100分の．
5に相当する額を違約金として発注者の指定する期限内に支払わなければならない。
(1) ・前項第2号に規定する確定した納付命令について，独占禁止法第7条の2第7項，
第8項又は第9項の規定の適用があるとき。

（2） 前項第4号に規定する刑に係る確定判決においてj受注者又は受注者の代理人（受

注者が法人にあっては，その役員又は使用人を含む。 ）が違反行為の首謀者であるこ

とが明らかになったとき。

(3) 受注者が発注者に対し,独占禁止法に抵触する行為をしていない旨の誓約書を提出
しているとき。
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3受注者は,契約の履行を理由として，前二項の違約金を免れることができな‘い。

4第1項及び第2項の規定は，発注者に生じた実際の損害の額が違約金の額を超過する

"鏑･場合において発注者がその超過分の損害につき賠償を請求することを妨げない。
（談合等の不正行為にかかる発注者の契約解除及び違約金に関する遅延利息)

第i7条受注者が前条の違約金を発注者の指定する期限内に支払わないときは,発注者
は何らの通知催告を要せずこの契約の全部又は一部を解除することができるものとし, 、

． ： 1 ．

受注者は当該期限を経過した日から支払をする日までの日数に応じ,年5．0パーセン

トの割合で計算した額の遅延利息を発注者に支払わなければならない。

（暴力団の排除）

第1"8条暴力団排除に関する特約条項は別紙第3のとおりとする。

（紛争の解決)・ 、

¥1:9,条､この契約書の各条項において発注者及び受注者が協議して定めるものにつき，
・協議が整わない場合その他この契約に関し発注者受注者間で紛争が生じた場合にはi･発

注者及び受注者が協議により選任した者のあっせん又は調停によりその解決を図ること

､‐とするbこの場合における紛争の処理に要する費用ほ,発注者及び受注者が協議して特
別の定めをした場合を除き各自これを負担する｡

<契約の疑義）

第26,条この契約書に定めのない事項その他疑義のある場合は,発注者及び受注者が協
議して定めるものとする｡

●

心

、こ:の契約の証として，本書2通を作成し，発注者及び受注者が記名押印の上，各自これ
． ・ F ： ・

を保有歩る･

平成30年4月Z日

発注者 大阪市北区西天満二丁目1番10号

大阪高等裁判所

鰯
支出負担行為担当官

大阪高等裁判所事務局長 井上直

東京都港区赤坂1丁目1番16号

●
首都圏ピルサーピス協同組合

代表理事 阿南一成
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(別紙第1）

仕 様 害 I

（警備の対象）

第1条所在地大阪市北区西天満二丁目’番10号
対象物大阪高等･地方・簡易裁判所合同庁舎（建物及び構内）

.(警備請負期間)

第2条:平成30年4月1日から平成31年3月31日まで

"鰐購の目的） ：
第3条裁判所の庁舎等の管理に関する規程（昭和43年6月ユ0日最高裁判所規程第4
.： ．』． ， 、

量q:以下[庁舎管理規程」という。 ）に基づき，大阪高等・地方・簡易裁判所合同庁舎
‘施設における秩序の維持及び災害の防止等について，適切かつ効果的な保全を図るこ

騨麓萬参,
第4条受注者は,庁舎管理規程並びに発注者の定める別紙’ 「施設警備業務実施要領」
;‘､及泳”2 ｢入庁検査業務実施要領｣に従い,受注者の使用人(以下｢警備員｣ とい
,銭:)に業務を行わせるものとする。

議譲窺鶏鱸麓菫菫鋪雫需圭蝿噸圭墓卿亭蓋
構顎議び警備時間に警備員を配置させ,業務に閏する指揮監督を行う:ものとする．
… ､ :農畿者は，警備員の構成をできる限り固定し，業務に支障を生ずることのないよう組燃霧; ､、…
;::職を編成しなければならない。
好懲“ ’． ，業務に従事する警備員は，身体強健かつ明朗快活な者で，業務内容や期待される役
． ． 、 .。 ‐曾:1 ． ． 、J

割凌十分に理解しつつ， 当該業務を的確かつ確実に行うに足りる十分な知識及び技能を
｡け .9 ，■｡

:有薪る者でなければならない｡

、

心

I

醤蕊灘襄if=澪綴

｡

り鱒麓澱撫麓需職有する者を警”
2:賞注者iま,馨備責任者を変更しようとするときは,事前に書面により発注者に通知し
．‘･ざ . ?･ふ.＄･鷺6 #. .. ｡ . . . ･

なければならない｡ ‘
． ~．．、 ・ ・~、 ． 苦 ・ ・

黙?葦塗者は，警備責任者（代行者を含む。 ）を常時配置じなければならない。 。

●

…なお警備責任者の配置部署は，

■ 己｜=■■■Iとし、ル その余の時間帯についてば他の部署との警備業ゞ
。：

4:受注者は，警備責任者の代行者を，代行順位を付して3名以上定め，監督職員に書面
。 j・ ,, ． ． ；.． ． ．

､で通知する。
｡ ■ 守 口 8 e

"参猿jb :代行者は
走萱繕を有する箸

については，施設警備業務1級の検

ついては，施設警備業務1級又は2



息 ､級の検定資格を有する者とする。

（警備員の資格)

第6条受注者ば,警備員配置部署のうち,別表1の■■の警備員及び別表2の班長
ば,施設警備業務’級又ほ2級の検定資格を有する者を配置し，書面によりその氏名･を
／， ．.. 、

監督職員に通知しなければならない。

1･ 2¥受注者は,前項の配置担当者を変更しようとするときは，事前に書面により監督職員
::に通知しなければならない。′

魑． ：(施設警備業務検定盗格証写しの提出）
･ ･マ．。 ： . . ・・

}:第7条f受注者は，第5条1項の警備責任者,同条4項の代行者（以下これらを「警備責

§乳:湛者調という｡ ）並びに第6条の警備員及び班長について,施設警備業務検定資格証
: ij: :め写しを監督職員に提出するものとする。

t繕備員名簿の提出)
:第8条:受注者は，予め業務に従事する警備員の氏名，年齢，住所及び警備に関する資格

;}凌瀧験年数を記載した名簿を発注者に事前に提出しなければならない。
、;: 隠鯉受注者は,前項の名簿に警備員各自の経歴書(氏名，社歴，新任教育又は最近の業務
h別教育歴,その他参考となるべき事項を記載したもの｡)及び顔写真を添付するものと

;:､ざ､す齢:,

毛雛鯖員職細則の提出）
::淵第獄条:;受注者は，警備員服務細則を定め，監督職員に提出するものとする。

jl鍵蕊び備品の提供等)
，第10条発注者は,受注者に対し，警備員の待機室を無償で貸与する。

｡◇ . .■ 一・ 心 ‘ ● . ■ . ‘ 凸

::理､発注者はj:受注者に対し,机,椅子及びロッカー等の必要最小限の備品類を無償で貸
： ・ ．. ミ．: ．:、

""･淳まる鼠d. :その他の備品類については,受注者は,発注者の承認を得た上で受注者が整備
： ． ． ・

・ 1爺るものとする｡

:､貴: :鮮渥噂;受注者において整備した備品類ば請負期間の末日の業務終了後に撤去しなけ
…』れば塗らない。

;･雛業務上必要な物品及び消耗品等は,別紙2 「入庁検査業務実施要領｣第4条の3で定
‘ヴあ詰物品を除き受注者の負担とする4
■ り pe. E . ､

《4ﾐ:鎌務韮必要な電気及び水道(受注者設置の備品等にかかるものを含む。 ）の使用は，
…i無償とする。

鑑鑑はj溌注者が管理する施設内の電話(公衆電話を除く。 ）については,業務上必
･ ､ノ :夢_; . : ． :

:要参庁舎内連絡のみに使用するものとする。

日受注者はj発注者から貸与を受けた施設，備品及びその他発注者の管理する施設につい

( xj :善良なる管理者としての注意をもって使用するものとする、
・ (勤務態度）
Qも』. ↓ . ｡ ･

第:11条警備員は,業務の遂行に当たっては,裁判の公平に対する国民の信頼並びに裁
判所の威信及び品位の保持を図るため,厳正な態度を執ることのみならず，来庁者に対
． ． ： ． 、

“じては,業務の責任を自覚し,誤解を招くような言動は慎むものとする。

2､警備員は，警備業務の遂行に当たっては厳正に，来庁者の応接に当たっては親切丁寧
を旨として実施する6

●

●

参

＄



、:3．警備員は，みだりに配置部署を離れてはならない。

;:: (服装）
. . $。 . ｡ 。 ． ･

; : :第12条警備員は，業務遂行中は，警備業法第16条による届出をした制服，制帽及び
， . ： ． 、 ． ： ．

， i白手袋を着用する。 ．
．． ． 。 ：

:轍 : ､: ; ,′:なお，制服等の規格について，事前に監督職員へ提出する。 ，
｡ ＋ ； ･ 凸 ｡ ’

崎撰函喜鰯睾務遂榊は,受注者の発行する身分証明書補時携帯す…＆
！。 . ． ． 。 ・ ・0’ .

:.≦乳､ " i:い監督職員の請求があったときは, :いつでもこれを提示しなければならない｡
。 ；.. ．． 、 。 、

ゞ?､ :､(交替及び引継ぎ）
■ ひ ・ P ◆｡ ｡ ◆

: ､第迦案警備員は,配置部署における‘交替に際し,前任者から後任者に対し,所要事項
: ･ を引.き継ぐとともに，引き継いだ事項について警備責任者等に報告する。

鮴‘(拾得物等)
.. ､｡ . ,！ ､少.｡ . そ． 、

j i第鵡条警備員は,拾得物の届出があったとき又は遺失物を発見したときは,警備責任
:. ﾘ:堵等を通じて執務時間中は管理課,それ以外の時間は管理当直員にこれを引き継ぐもの
.. . ･ ･ ･:. :． Q 、 。

“;･過渉る｡ &

『 ' 'K姜般事項）

‘第i：6桑浸注者は,故意又は過失により， 当庁舎の建物設備，物品叉は電磁的記録等を
0』 ． ． ｡ F JC ｡. 。

鱗y職損した場合はj直ちに監督職員に連絡し，受注者の責任において速やかに原状回復を
, .t、 ： ． ． ；｡｡． ・ 2 ．．： ．． 、

･･ ";図るものとする。
？‐ ● ■ b ●■ ● ● ●■旬冬 ､ 旬 ①

:＃勘:本業務中,受注者の責に帰すべき事由により，第三者に与えた損害に対し，受注者は
. ． ． ； ､ ｡ . '. ｡ ･ ・ ・

rn鐙の損害賠償の責任を負う6 '
甲 q 9 . ?● 巳 ？ ●● 申

試? ;:業謝こあたり；来庁者である第三者から苦情があった場合,受注者の業務範囲のみに
，料而,識溌ろ事項については善備責任者等が対応し,発注者の業務範囲にかかる事項である，
:･Y'噌舎蛾直ちに警備責任者等を通じて監督職員又は管理当直員に報告し,指示を仰ぐ。
:: ‘:ざ覺注者虐,業務に関する機密保持に努め(本契約終了後も同様) ，監督職員から受領
. .． ． ．｡ ， ． ．． 。 「.･･･;..r､ 、 ，

職;厚塞警備関係書類等で不用となったものについては,受注者が用意したシュレッダーを
劇蕊扇峰撞やかに廃棄する｡
〆;…職誉購責鶴等は,監督職員から受領した資料等について"監督職員の承諾なくして複
｡ 』 、 ■ ｡ ｡ ■G ク ロ もq ■

〃亭雰ほ複製してはならない。 ，
≦ ;繼や値の事項)"
常鞭条隻注者は,業務を履行するために配置する警備員について,警備業法,労働基

･ ･ . g . '" .7::. ¥ ,.･ ･ . ･

: ‘:;蝋法及び労働安全衛生法等の法律に規定された全ての義務を負うものとずる・

<〃｣崖注者は,警備員の身元,:風紀,衛生及び規律の維持に関し-切の責任を負い,発注
､ ． ： ． ゞ ． ： 、 ､． ． ・

、 、者が適当でなﾙiと認めた者は,警備員として使用してはならない。
､ o O b . ・4 ･ ･ ･

3受注者は，警備員の業務の遂行方法に関する指示を行うものとする。

4臺注者は;警備計画書を作成し,警備員の勤務時間,休憩時間及び休暇等を管理監督
するものとする。

なお,警備計画書については，事前に発注者へ提出し，承認を得なければならない。
5警備員に変更がある場合は，業務開始日･までに，業務を習熟するための引継ぎ及び研
‘修等を行うこととする。
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■
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(別紙1）

母､． ｡ － .

施設警備業務実施要領

(目的） ．

雲'桑この施設警備業務実施要領(以下｢実施要領」という。 ）は,裁判所の庁舎等の
;《管理に関する規程(昭和43年6月10日最高裁判所規程第4号｡以下『庁舎管理規程｣，
;｡という。 ）に基づき，大阪高等・地方. ・簡易裁判所合同庁舎の施設（以下「庁舎」どい

；う．｡)における秩序の維持及び災害の防止等について,警備員の職務執行上の規範を定め，
‐・ ・ ‘!‘ ． 。 ・ ・

．･これに基づく庁舎等の適切かつ効果的な保全を図ることを目的とする。

森霊の毒義）
篭?寒＝この実施要領において,･次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるとご
鵡庭生苞ものとする。
匙｡(聯警備員
1J:｣. @, ,3,..． ．

息::;‘大阪高等裁判所を発注者として締結する警備業務請負契約に基づき，業務に携わる
寵齢蕊注者の使用人をいう。

､｡〃蕃礁責任者及び警備責任者代行者(以下｢警備責任者等」という。 ）

！
…

I

については施設警備業務1級の検定資格を有する
も

ついては，施設警備業務1級又は2級の検定資格

蝋
〆鰄謬備責任者等は，業務開始時に警備員を集合させるなどし，各配置部署の指示及び
.話 ･･涌.5 ..5 .写一 。 、

芦確認釜行う臆か，当日の行事予定等の連絡事項について徹底を図らなければならない。
（

(5)蕃備責任者等は，警備員配置予定表を作成し，前日までに監督職員に提出しなけれ

草.ばならない。ただし，裁判所の休日に関する法律に定める日(以下「休日」という。 ）

息の誓備員配置予定表は『その直近の開庁日までに提出する。
(鎌警備責任者等は,諾注者が定める「警備報告書」を作成し，翌朝，午前9時15分
種善に監督職員に提出しなければならない。ただし，休日により翌朝に提出できない
鯵合ば,次の開庁日に提出する。
ト、q宙 q

(7)鍵(新館のカードキーを含む)の授受及び保管。

『



（警備員の業務内容）

第4条警備員は，配置部署において，警備責任者等に報告の上，次の各号に掲げる業務
を実施し，周辺の秩序維持に努める。

（

（
▼ ’

ｊ

ｊ
ｊ
ｌ

３
４
５

く
く
く

’
ー ’’(6)

■■
2前項の規定は安全面に考慮し，十分注意して行う。

(配置部署における業務内容）

第5条

載の蕃願睡時間に
置される警備員は，別表1 「施設蕃備業務警備員配置表」記

において,第4条1項の業務に加え,次の各号の業務を行う。
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識の|に配置される警備員は，別表’ 「施設警備業務警備員配置表」記載員は，別表1 「
声

に2

■警
Ｑ
Ｑ
Ｇ
仏
佑

時間に別図’ 「配置図」のとおりに｜ ’し，次の各号の業務を徒う。備
一
ｊ
ｊ
ｊ
ｊ
１ ＃

3 1 |に配置される警備員は,別表’ 「施設警備業務警備員配置表｣記載
■■備時間に別図1 「配置図」のとおりに｜ ’し，次の各号の業務を行う。の

Ｑ
⑫
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’
|に配置される警備員は,別表’ ｢施設警備業務警備員配置表」

｜し,次の各号の業務を行う。 ‐’
5

の警備時間に

ｊ
ｊ
ｊ
ｊ

ｌ
２
３
４

く
く
Ｉ

I

■■

される警備員は，別表1 「施設警備業務警備員配置■ |に配置6

■し,次の各号の業務を行う。表」記載の警備時間に別図1 「配置図」のとおりに

(1)

(2)

(3)．

(4)

⑤■
■

－

Ｉ
。画 に配置される警備員は，別表1 「施

｢配置図｣のとおり■し,次の各

7

設警備業務警備員配置表」記載の警備時間に別図1
●

号の業務を行う。
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(別紙2）

入庁検査業務実施要領4

ｔ

1 , . ，

”' …(目的),:￥

-:第唾条この入庁検査業務実施要領（以下「実施要領」 という。 ）は，裁判所の庁舎等の

’露攪雪こ函する規程(昭和43年6月'0日最高裁判所規程第4号｡以下『庁舎管理規
} :::確昨という｡ ）に基づき,大阪高等･地方･簡易裁判所合同庁舎の施設(以下｢庁舎」
:: I ;患いう‘)における秩序の維持及び災害の防止等について,警備員の職務執行上の規範
､鋼,: -:を定めj これに基づく庁舎等の適切かつ効果的な保全を図ることを目的とする。

窺癖霊あ意謝
"､ダ蕊馨条j･.との実施要領において，次の各号に掲げる用語の意義は， 当該各号に定めるとこ

．‐ ’ 、 ： ． ． ． ． ．

.! '#i.:､るによるものとする。
.I ’‘,#．．:＃ :(麟蕃備員
｡ ｡ .. 。｡ ． ． ｡ . 。 . ． ！ . ｡

. ： ｝ 畠 : 、‐大阪高等裁判所を発注者として締結する警備業務請負契約に基づき，業務に携わる
。 ． ， ．.《 ｡‘ ， 。． ． ． 、

鮒 ・式農注者の使用人をいう。

･ 【2) ､蕃備責任者及び警備責任者代行者（以下「警備責任者等J という。 ）

については，施設警備業務1級の検定資格を有す

については，施設警備業務1級又は2級の検定資､

←

《 ;:壷;格を有する者で，現場において警備員の業務を管理監督する警備員をいう。
さ勅業務
~“: ､ ,←どの実施要領に定める警備員の任務をいう。

j鯵備責任者の業務内容）
第3条"警備責任者等は，次の各号に掲げる業務を実施する。

． 、 ｡ ． ； ･

‘ ; :血)警備責任者等は，業務に従事する警備員の業務状況を管理し，業務の実施に当たり

.｡‘:2球警備員を監督し，指導しなければならない。

､ ::(2)響備責任者等は，必要に応じて，監督職員と連絡事項等の打合せを行うものとす
■ 寺 ､ . . ◆ .

． ．.. ≦る｡?.＊ ・ ・

.･ ‘(3);馨備責任者等は，業務開始時に警備員を集合させるなどし，各配置部署の指示及び
ク②屯 ・

:確認を行うほか， 当日の行事予定等の連絡事項について徹底を図らなければならな

. . : .、い． ・ ” ． … ． 、 ：． ． ◎ ． .

（

燗)潜備責任者等は，警備員配置予定表を作成し，前日までに監督職員に提出しなけれ
::･ ･ばならない．

;(6)’響鎧責任者等は,発注者が定める｢警備報告書(入庁者数の報告を含む｡ ） 」を作
： :成し，翌朝，午前9時15分までに監督職員に提出しなければならない。ただし，休

・ . :日により翌朝に提出できない場合は，次の開庁日に提出する。

(警備員の業務内容）
第4条警備員は，発注者及び監督職員の指示並びに契約締結後に別途交付する「警備員



鐡磨要領｣等に従い,別図2 「入庁検査場所」の本館,別館及び新館の各正面玄関(詳
細錘,渓約締結後に発注者が指定する。 ）において，次の各号に掲げる業務を実施し周

謹壷読序維持に努める。
鈴.遥お，受注者側で対応できない問題が生じた場合は，直ちに監督職員に連絡し，その
画■、 弓｡, ⑤旬 。 ■

指示に従う｡
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2その他本業務において必要な事項については，警備員対応要領のほか，発注者及び

､監督職員の指示に従うものとする。
3桧査の実施に必要な次の物品は，発注者の責任において準備する。

眺
桝
画
粍
砺
阜
耐
總
脈
暇
割
郡
癖
御
Ⅷ
蜘
岬
詞
哩
釦
胴
凋
臨
副
祁
醐
脳
凹
詞
凹
い
諏
踞
耽
郡
両
諏
料
剰
糾
吋
錨
脚
唖
鐸
両
耐
Ｍ
劃

ｊ
・
・
１
１
１

１
２
“
３
４

ｉ
ｌ
ｉ
Ｉ

ぴ■■■金属探知機金属探知属探知機及

・テーブル，いす，パーテーションポールォ コーン及びコーンバー

・荷物用トレー及びかご，手荷物預かり札，預かり荷物用保管庫

検査の実施にあたり， 3の各号以外の物品が必要となった場合は，受注者は，発注
列
＝



’
議すること。

‘趣詮録肝．
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第畢条を侵
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寸 二c

t鳶流左統括

は，本館,別館及び新館にそれぞれ配置する警備員の中から，各館それぞ

る班長を各1名定める。

は，施設警備にかかる実務経験半年以上程度の者とする。
｡ ‘

本館，別館及び新館の各館に女性警備員を1名以上配置しなければならな

担当者）

は，本館，別館及び新館の各館の 業務義一．f桑受祀

同業務に習熟した警備員を配置しなければならない。
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(別表1）

施設警備業務警備員配置表

一
一
二

警備時間
｜ 門扉開閉時

警備時間

開 T－－

開閉時門扉

開

間等間等
曜日 ｜ 配置人員配置人員曜日配置部署

閉

Ｊ
一
一
■

一一一

■■■｜■■■■
序

昨
Ｌ
Ｌ
ロ
可
一
ゞ
。
Ⅵ
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〆
刷
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四
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Ｆ
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－凸 ■
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|一 － ﾄー
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謝驫瀦調以外はい配麓と蕊休日(※1）
一一

1 1 1 。
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- || ・
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わ
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~~~~－－－‐
■ p

’ 平日
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ロ
平日

－－－－■』ゴ

(※1）

（1）
． (2)

休日とは,裁判所の休日に関する法律に定める日をいう。
日曜日及び土曜日

国民の祝日に関する怯律に規定する休日
． (3) 12月29日から翌年の1月3日までの日(前号に掲げる日を除く｡）
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入庁検査業務警備員配置表
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(別紙第 2）

支払内訳表

･

０
－
８

端数処理は4月分で実施

月分）※大阪高等・地方・簡易裁判所庁舎警備業務（平成 年

請求名 業務期間 請求額
内訳額

本体価格 消費税等

巳
●

※

U

平成30年4月1日から
同年4’月30日まで

平成30年5月1日から
同年5月31日まで 、

平成30年6月1日から

同年6月30日まで

平成30年7月1日か
同年7月31日まで

ら

平成30年8月1日から
同年8月31日まで

平成30年9月1日から
同年9月30日まで

平成30年10月1日から
同年10月31日まで

平成30年11月1日から
同年･11月30日まで

平成30年12月1日から
同年12月31日まで

平成31年1月1日から
同年1月31日まで 。

平成31年2月1 日から
同年2月28日まで

平成31年3月1日から
同年3月31日まで

10,015,153円

10,459>940円

10,355597円

10,459,940円

●旬

11,148,064円

9,323,411円

10,804,002円

10,355,597円

9,771,816円

9,771,816円

9)458,786円

10,115,878円

9j273,286円

9,685 , 0円

9,588,516円

9,685,130円

10,322,282円

8,632,788円

10j003,706円

9,588,516円

凸 ●

9,047,978円

9,047,978円

8,758,136円

9,366,554円
9

741,867円

774,810円

767,081円

774,810円

825,782円

690,623円

800,296円

767,081円

723,838円

723,838円

700,650円

749,324円

年間総額 122,.040,000円 113)000,000円 9,040,000円



(別紙第･3）

暴力団排除に関する特約条項

（属性要件に基づく契約解除）

第1条発注者は，受注者が次の各号の一に該当すると認めるときは，何らの催告を要せ

ず，本契約を解除することができる。

（1）法人等(個人，法人又は団体をいう｡,,）の役員等（個人である場合はその者，法人

である場合は役員又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。 ）の

代表者,団体である場合は代表者b理事等，その他経営に実質的に関与している者を

いう6以下同じ。 ）が,暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（

平成3年法律第77号）第2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ。 ）又は暴

力団員等（同法第2条第6号に規定する暴力団員又は第32条第1項第2号ないし第

4号に規定する者及び団体をいう。以下同じ。 ）であるとき。

（2）役員等が， 自己， 自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的,又は第三者に損害

を加える目的をもって，暴力団又は暴力団員等を利用するなどしているとき｡

‘ (3) 役員等が，暴力団又は暴力団員等に･対して，資金等を供給し，又は便宜を供与する

など直接的あるいは積極的に暴力団の維持，運営に協力し，若しくは関与していると

き°

（4）役員等が，暴力団又は暴力団員等であることを知りながらこれを利用するなどして

いるとき｡

（5） 役員等が，暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有しているとき。

6

9

Q

（行為要件に基づく契約解除）

第2条発注者は，受注者が自ら又は第三者を利用して次の各号の一に該当する行為をし

た場合は§何らの催告を要せず,'本契約を解除することができる。

（1） 暴力的な要求行為

（2） 法的な責任を超えた不当な要求行為

（3） 取引に関して脅迫的な言動をし,又は暴力を用いる行為

（4） 偽計又は威力を用いて契約担当官等の業務を妨害する行為

（5） その他前各号に準ずる行為

8

6

（表明確約） 〉

第3条受注者は，前二条のいずれにも該当しないことを表明し，かつ，将来にわだって

も該当しないことを確約する。

2受注者は，前二条各号の一に該当する行為を行った者(以下「解除対象者」 という。

）を再請負人等（再請負人（再請負が数次にわたるときは,すべての再請負人を含む。

） ，受任者（再委任以降のすべての受任者を含む。 ）及び再請負人若しくは受任者が当

該契約に関して個別に契約する場合の当該契約の相手方をいう。以下同じ。 ） としない

ことを確約する。
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(毒請負契約等に関する契約解除） ．

第4条勇注者ほ,契約後に再請負人等が解除対象者であることが判明したときほ,直ち
I に当該再請負契約人等との契約を解除し,又腫再請負入等に対し当該鐸除対象者に該当
， 、する再請負人篝どの契約を解除させるようにしなけれぼならない｡ ‐

2発注者ば, ､受注者が再請負人等が解除対象者であることを知り.ながら契約し，若しく

は再請負人等の契約を承認したとき,"又は正当を理由がないのに前項の規定に反しで当
該解除対象者である再請負人等との契約を解除せず,若じく"ば再請負人等に対し当該解
除対象者である再請負人等との契約を解除させるための措置を講じないときはう本契約

． ： ．

を解除するこ･とができる｡‘

（損害賠償） 、

第5条晶注者は，第1条j第2条及び前条第2項の規定により本契約を解除した場合は，
これにより受注者に生じた損害Iこ:ついで,何ら賠償ないし補償ずるiことを要峨いb
2受注者は,発注者が第1条，第2条及び前条第2項の規定により本契約を解除じた場

合において,発注者腱損害溌生じた.ときは，契約書第15条第1項に定める方法等に雛
；いその損害を賠償するものと守るも

『

F

（不当要求等に関する通報等)・

第6条・受注者は＞ 自ら又は再請負人等が，暴力団又は暴力団員等，社会運動･政治痙動

標ぽうゴロ等の反社会的勢力から不当要求又ば業務妨害等の不当介入(以下｢不当菫求
等』という｡ ）を受けた場合は,これを拒香じ,又は再請負人等をして:,これを拒否さ
せるとともに,遠やがに不当要求等の事業を発注者に報告し』 さらに,警察への通報及
び捜査上必要な協力を行うものゞとする。
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